
組織長が利用者の管理（追加・更新・削除）および指定コースへの組織員の受講割り当てができるようになりました。

【概要】

・組織長が管理する組織に対して利用者追加できるようになりました（※1）

・組織長が管理する組織の組織員に対して利用者情報を更新および削除、ログイン有効化無効化できるようになりました（※1）

・組織長が管理する組織の組織員に対して、指定のクラスに受講者割当ができるようになりました（※2）

・組織長が管理する組織の組織員に対して、利用者情報や受講情報をメールできるようになりました（※2）

・システム管理者が、組織長から組織員に受講者割当ができるクラスを定義できるようになりました

※1：組織長が管理する組織の利用者管理ができるかどうか、権限設定できる画面が追加になっていますので、そちらで「許可する」とした場合に利用可能です

※2：組織長が管理する組織の利用者をクラスに受講割り当てできるかどうか、権限設定できる画面が追加になっていますので、そちらで「許可する」とした場合に利用可能です

【背景】

・LearningCast上で提供している別サービス（【dot-Learning®サービス】）との機能統合のため

・統合により、管理者に限られていた管理機能の一部を組織長権限を持つ利用者に開放し、より柔軟な管理が可能とするため

【用途例】

・組織長に利用者の管理を任せたい場合や、組織長に組織員の受講研修を割り当てを任せたい場合

・お客様から、お客様のテナント内でその先のエンドユーザ団体（例：各グループ会社や契約企業）に教材など販売していて、エンドユーザ団体で利用者や受講研修の管理を任せたい場合

→各組織を各企業と捉えて管理することができる

【備考】

・同一テナント内でデータ制御を行うため、エンドユーザ団体間のデータを論理的に切り離したい場合は、各エンドユーザ団体の単位でテナントを作成（契約）をお願いいたします。

→各企業の利用者種別が、組織長/組織員どちらとも「一般利用者」であれば、企業間のデータ参照はできないようになっています。

組織長が追加可能な組織員は「一般利用者」のみとなっています。

・新規画面について、本資料以外にヘルプページについても別途リリースいたします。



【変更箇所】

変更前

・メニュー画面

・メールテンプレート一覧

・その他画面

変更前は存在しない（各既存メニューには影響無し）

変更後

[変更画面]

・メニュー画面

「照査者・組織長の方」

や「運用管理」に追加メ

ニューがない

「運用管理＞各種設定＞

組織長権限」が追加され

ている

「運用管理＞パッケージ

管理」が追加されている

「照査者・組織長の方＞

利用者」が追加されてい

る（※1）

「組織長案内メール」が

ない



・メニュー画面

※1：「運用管理＞各種設定＞組織長権限」にて「システムへの利用者追加を許可"する"」としている場合に表示される（デフォルトは許可しない）

※2：「運用管理＞各種設定＞組織長権限」にて「パッケージに対して組織員の割当を許可"する"」としている場合に表示される（デフォルトは許可しない）

・メールテンプレート一覧（運用管理＞各種設定＞メールテンプレート）

「照査者・組織長の方＞

メール」が追加されてい

る（※2）
「照査者・組織長の方＞

パッケージ管理」が追加

されている（※2）

「組織長案内メール」が追加されている



[新規画面]

・組織長権限画面（運用管理＞各種設定＞組織長権限）

・パッケージ管理画面（運用管理＞パッケージ管理）

・利用者照会画面（照査者・組織長の方＞利用者＞照会する）

組織長の利用者追加を許可す

るかどうか（デフォルトは

「しない」）

組織長のパッケージへの組織

員割当を許可するかどうか

（デフォルトは「しない」）

パッケージ追加時はリンクをク

リックし、ダイアログからクラス

を検索して追加設定する

組織長が組織員をクラス割当

可能なクラス一覧

（＝パッケージ）

組織長が管理する組織に所属する

利用者のみ表示する



・利用者追加画面（照査者・組織長の方＞利用者＞作成する）

・利用者別教材割当画面（照査者・組織長の方＞パッケージ割当＞利用者別教材割当）

組織長が管理する組織に対してのみ利

用者を追加することができる。

システム管理者のみ設定可能な項目は

本画面では設定できない

（例：兼務組織、照査者etc）

教材（＝クラス）を割り当てたい

組織員を選択

組織員に割り当てたい教材（＝クラス）

にチェックを入れて更新する



・教材別利用者割当画面（照査者・組織長の方＞パッケージ割当＞教材別利用者割当）

・教材割当一覧画面（照査者・組織長の方＞パッケージ割当＞教材割当一覧）

・メール送信画面（照査者・組織長の方＞メール＞メール送信）

・メール送信履歴画面（照査者・組織長の方＞メール＞メール送信履歴）

組織員に割りあてたい教材

（＝クラス）を選択

教材（＝クラス）を割り当てたい組織員

にチェックを入れて更新する

組織員に割り当てた（チェックを入れ

た）教材の一覧

割り当てた教材情報、作成した利用者情報を指

定した対象にメール可能

→組織長がメール送信時にメール内容を

修正することは不可

・組織長が自身で送信したメールの一覧および

詳細が確認可能

・「運用管理＞メール送信履歴」と見た目は同

じであるが、表示するデータが異なる



[補足]

【定員について】

「用途例」にもある通り、他団体向けへの提供も想定して組織別に定員を設けて制限することが可能になりました。

→「定員」を設定することで、定員を超過するような利用者追加、あるいはログイン有効化が制限できるようになります。

【利用条件】

・「照査者・組織長の方＞利用者」のメニューが利用できるような組織長権限になっていること

・定員管理用クラスを作成していること

・クラス作成時に「クラスの受講対象に組織を指定する」にチェックが入っていて、受講対象に制限したい組織が"1つのみ"指定されていること

・「定員」に1以上の整数が入力されていること

【機能内容】

・「照査者・組織長の方＞利用者」のメニュー（照会や作成）に定員情報が表示される

・受講対象に指定した組織に対し、ログイン有効である利用者数が定員以上であると警告が表示される。

・定員以上の場合、利用者の作成およびログイン無効ユーザの有効化ができない

【表示イメージ】

・定員管理用クラスを作成

クラス受講対象が「組

織」である

定員が指定されている



・クラスの受講申込情報に対象組織が指定されている

・定員設定ができている場合の利用者作成画面

・定員以上のログイン有効利用者数の場合

対象組織が"1つだけ"指定されている。

→下位組織を含む含まないに関わらず、下位組

織の利用者数はカウントされません

定員情報が表示される

定員である場合、利用者の作

成ができないようになる


